
第１号議案資料 

新旧の比較対照表 

新 旧 

（目的） 

第１条 本校は単位制・通信制の高等学校として、

高等学校教育を受けられなかった青少年に、高等

学校への就学の機会を与えることを主たる目的と

し、併せて、生涯教育の場として、社会人に一般

教養科目と職業に関する専門科目の教育を行うこ

と、および学校教育法第第第第５５５５５条５条５条５条の規定による指定を

受けた技能教育施設と技能連携を行うことを目的

とする。 

（目的） 

第１条 本校は単位制・通信制の高等学校とし

て、高等学校教育を受けられなかった青少年に、

高等学校への就学の機会を与えることを主たる

目的とし、併せて、生涯教育の場として、社会人

に一般教養科目と職業に関する専門科目の教育

を行うこと、および学校教育法第４５条の２第１項

の規定による指定を受けた技能教育施設と技能

連携を行うことを目的とする。 

（位置） 

第３条  

本校は大阪府堺市西区鳳中町７丁２２５番地の３

に位置する。横浜分校は、神奈川県横浜市西区横浜分校は、神奈川県横浜市西区横浜分校は、神奈川県横浜市西区横浜分校は、神奈川県横浜市西区

桜木町７－４２に位置する。桜木町７－４２に位置する。桜木町７－４２に位置する。桜木町７－４２に位置する。 

（位置） 

第３条  

本校は大阪府堺市西区鳳中町７丁２２５番地の３

に位置する。 

 

（課程、学科、修業年限、定員） 

第６条の２ 

そのうち、横浜分校の定員は、５００名とする。 

（新設） 

（技能連携） 

第２０条  

学校教育法第５５条第５５条第５５条第５５条の規定による指定技能教育施

設に在学する者が、連携措置に係る科目の単位

修得認定を受けようとするときは、技能教育施設の

指定等に関する規則第７条の定めにより、予め当

該技能教育施設の設置者と協議して連携措置計

画書を作成しなければならない。 

（技能連携） 

第２０条  

学校教育法第４５条の２の規定による指定技能教

育施設に在学する者が、連携措置に係る科目の

単位修得認定を受けようとするときは、技能教育

施設の指定等に関する規則第７条の定めにより、

予め当該技能教育施設の設置者と協議して連携

措置計画書を作成しなければならない。 

別表１ 

［技能連携生用］ 

看護・福祉コース 

教科 福祉 

（科目・単位数） 

社会福祉基礎・２～６ 

介護福祉基礎・２～６ 

コミュニケーション技術・２～６ 

生活支援技術・２～６ 

介護過程・２～６ 

介護総合演習・２～１０ 

介護実習・２～１０ 

こころとからだの理解・２～６ 

別表１ 

［技能連携生用］ 

看護・福祉コース 

教科 福祉 

（科目・単位数） 

社会福祉基礎  2～6 

社会福祉制度  2～6 

社会福祉援助技術 2～6 

基礎介護  2～6 

社会福祉実習  2～10 

社会福祉演習  2～6 

福祉情報処理  2～6 

 



福祉情報活用・２～６ 

 

 

総合コース 

教科 動物 

（科目・単位数） 

動物基礎行動学・２ 

基礎健康管理学Ⅰ・２ 

基礎健康管理学Ⅱ・２ 

美容実習・８～１２ 

愛玩動物飼養管理士・２ 

 

 

 

 

総合コース 

（教科 新設） 

平成２１年９月 八洲学園高等学校 

 


